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た（空間線量率 0.1 μ sv/h）。採取した樹木に関して，
放射性セシウム濃度（以下「比放射能」という。）の
暫定値を測定した。表 1 に供試した材料，4 樹種 81
個体に関する概要を示した。
　供試材料は，林縁木を除き伐採された樹木から採取
















た。測定条件は 10 分間 3 回，標準計数率 40％（土壌
は 25%）に設定し，試料容器に 20mL バイアルを使用








り，林齢 18 年から 62 年の 5 林分（林小班）の計 58
表１　調査した材料の概要
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個体である。まずは，表 2 に 4 林分の 45 個体の測定
結果を示した。測定部位は，林齢 62 年は地上高 2.4m
部位であるが，それ以外の 3 林分は地上高 1.2m 部位
である。
　樹皮の比放射能は，林齢が高いほど低い傾向を示し，
林齢 18 年，25 年，42 年，62 年において，各林分の












が 34 ～ 40％，辺材が 124 ～ 181% の範囲を示した。
異なる林齢の林分であるがヒノキの生材含水率は，ほ
ぼ同じ傾向があると考えられる。
　比放射能を見みると，検出限界の 35 Bq/kgDW 以
下の個体は，全ての林分に確認され，心材で 76% の





　つぎに，樹高別に測定した林齢 42 年の 4 個体の平
均値を表 3 に示した。胸高直径の平均値は 18.5m，樹
高は 17m であった。樹皮の比放射能を見ると，地上
高が高くなると値が高くなる傾向があり，林齢 42 年
は地上高 0.2 ～ 11.2 ｍの 7 部位において，210 ～ 360 
Bq/kgDW の範囲を示した。比放射能については，心
材は全ての個体と地上高で検出限界以下であった。辺













れぞれ表 4 及び表 5 に示した。
　両樹種に共通して，地上高が高くなるに伴い比放
射能が高くなる傾向が見られ，表 3 で示した林齢 42
年のヒノキと同様な傾向を示し，測定部位の多くは，
200 ～ 500 Bq/kgDW の範囲であった。一方，木部に
おける心・辺材の全ての部位において，100 Bq/kgDW
未満の値を示した。また，心材はほとんどの部位で検
出限界であった。辺材は，ヒノキ No.2 は No.1 に比べ，



















齢 61 年のヒノキ，スギおよびサワラの地上 0.4m 部
位の生材含水率と比放射能の測定結果を，表 6 に示し
た。平均直径と心材率については，それぞれヒノキで











キが 35 Bq/kgDW 以下（ND），スギとサワラも 40 Bq/
kgDW 前後の値を示した。樹種ごとの個体の最大値
の範囲は 41 ～ 49 Bq/kgDW であった。一方，辺材は，
全ての樹種の平均値の範囲は 55 ～ 71 Bq/kgDW であ
った。比放射能を要因とした一元配置の分散分析の結
果，樹種間に有意差は認められなかった。樹種ごと
の個体の最大値の範囲は，82 ～ 91 Bq/kgDW であり，








7 に示した。地上高 0.3m と 5.6m 部位の平均直径はそ
れぞれ 30cm と 19cm，心材率は 67% と 65% であった。
生材含水率は，個体ごとの心・辺材及び地上高別にお
いて，大きな差異は見られず，その範囲は 68 ～ 86%
であった。樹皮の放射能濃度は平均値では，地上高









い濃度を示した個体の部位で 86 Bq/kgDW であった。
　つぎに，那須烏山市の調査地（空間線量率0.1μsv/h）
におけるコナラ 5 個体の測定結果を表 8 に示した。地
上高 0.3m 部位の直径が平均 33cm，心材率が 65% で
あった。樹皮の比放射能は平均値で 150 Bq/kgDW で
あった。一方 , 木部については，辺材で検出限界以下
の個体も存在したが，最も高い値を示した個体の部位




部の比放射能は 100 Bq/kgDW 未満を得たが，樹皮で
は放射性降下物によるセシウムの付着・沈着のため，
平均値で 570 Bq/kgDW と比較的高い値が検出された。
3.5　葉及び土壌の比放射能
　2011 年 10 ～ 12 月に測定した，ヒノキ，スギ，コ
ナラにおける林冠を構成する葉及びヒノキ林の土壌表
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